

















友人・飯田庄八宛の書簡に封入されていた四篇の漢詩を、それぞれ紹介している。が、これらの論考は結局のところ、資料紹介の域を出ていない が実情だ。語釈・通釈・評釈 無論 読みの基本である訓読文（読み下し文）すら、施されていないからである。
福田は、未明の漢詩について、 「未明の漢詩がどのような個性の閃きを示して るか判断するこ はむつかしい。そ は





































の老先生について、漢学を学びました。学校か 帰ると、懐中へ日本外史や、論語を入れ 、その先生の へ通つたものです」 （ 「青年に与ふ」 『日本の子供』文昭堂、昭和一三年一二月） 「私は子供のころから漢学じゅく（ ）で漢詩や漢籍を学
小川未明の漢詩
— 107 —































島の島司を務めたこともある人物 ある。後年、未明自ら、 「私は此人から漢詩の作り方など教はつた。後 は此人の家に下宿して、其処から学校に通つた。そんな風だから、漢学には非常に趣味を持つて居た」 （ 「三度中学を落第す」 「文章世界」明治四二年一二月） 、 「当時、土地 有名な学者の家 、寄寓して、親しく、詩の添削 してもらひました。詩では、年少に似合ず、うまいといつて褒められた」 （ 「漢詩と形なき憧憬」 「文章倶楽部」昭和四年三月）と回顧している通り、未明は北沢宅に下宿し、漢詩の指導を受けてい のである。
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は、旧高田藩の下級士族が数多く居住した、高田五分一 弟を中心と て結成された少年グループで、小川一族もま 、五分一出身であった。未明はこの団体について 次 ように追思 る。
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文・新体詩・漢詩・和歌・俳句等 様々なジャンル 文章を募集の上 良作 掲載する欄で、特に優れた作品には「優等者懸賞品」が授与された。一種のインセンティブと言えよう。
かくして、 「青年文壇」は活況を呈し、創刊翌年の明治三二年からは 全編投書で構成した臨時増刊号が 年四回、季刊























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【通釈】昨年来訪の上、講演した の語り口は、実に貫録に満ちた、悠々たるものであった。その外山博士のような英雄が、突然逝去するなん 、一 誰が予測し得ただろう。雪はあたりに暗く降り積もり、春なのに寂寥感が漂う。悲しみを催させる風が、日本中へ吹き荒んでいる⑩


























































































て、全体を統一しなければならない。なかなかルールが細かいわけだが、未明の押韻は、右記 条件をほとんど完璧にクリアし いる 意識的な努力の賜物だろう







詩の場合、二四不同 二六対でなければならない。その他、 言詩 二字目 七言詩 四字目が平の場合、その前後を仄で
小川未明の漢詩
— 1（1 —








『列女伝』 、李瀚『蒙求』等に見られる「孟母断機」の故事を参照していると考えられるからである。これは、勉強をやめて帰宅した孟子を見た母 、機織り中の織物を切り裂き、 「お前が途中で学問を投げ出すのは、私が作りかけの織物を断ち切るのと同じである」と、息子を叱責したエピソードで、機織りに励む母と学業を怠ける息子という構図が、 「初冬偶成」と酷似している。本詩の起句は、二四不同・二六対の法則が崩れているのだけれど、未明は「孟母断機」の故事を引くために、あえて禁を破ってい のであ 。
また、転句の「落魄多年南北の客」 杜牧「遣懐」 「漢江」 （語釈参照）あたりが典拠だろう。さらに、④「吉野懐古」









界と、どのような質的連続性を有し いるのだろうか。ここでは 三点特性を指摘した 。
第一の特性は 赤（紅）色に対する嗜好である。①「梅渓掉舟」の「梅渓」 、④ 吉野懐古」の「花落花開」 、⑤「題嵐峡
図巻」の「彩雲」 「櫻花萬朶」 、⑥「江村霜暁」 「暁鶏」 、⑧「春夜宿山寺」の「日没楼」 「山椿」 、⑩「春郊矚目其ノ二」
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の「燈火」と、未明の漢詩作品には赤色が横溢している。新資料として二節末で紹介した雑誌「中学世界」投書の俳句や、三節で紹介した飯田庄八宛書簡封入の俳句を見ても、 「梅」 「夕ひばり」 「茜」 「散り紅葉」 「椿」 「梅が庵」と赤色の点在が確認できよう。
翻って、私たちの知る後年の未明も、自作に赤のモチーフを多用していたのであった。今、試みに、任意の作品を挙げれ





第二の特性は、鳥（鶏）に対する嗜好であ 。①「梅渓掉舟」の「綿蠻」 「一鶯」 、④「吉野懐古」の「一鳥」 、⑥「江村
霜暁」の「暁鶏」 、⑧「春夜宿山寺 の 一鳥」と、鳥は、未明漢詩の舞台を彩る主要な役者として頻出している。前掲の俳句「夕ひばり高く茜に入りにけり」は、未明の と赤への嗜好が混淆する、極めて特色 れる一句と言えよう。
そして、赤と同様、鳥もまた、後に作家として名を成した未明が愛用する重要語なのであった。 「海鳥の羽」 （明治四〇
年） 、 「燕と乞食 児」 （明治四三年） 、 「木と鳥になつ 姉妹」 （大正九年） 、 「小鳥の死」 （大正一一年） 、 駒鳥と酒」 （大正一三年） 、 「兄弟の山鳩」 （大正一五年） 、 「幸福の鳥」 （昭和三年） 「雀と鶸 話」 （昭和五年） 、 「子鶯と母鶯 （昭和一一年） 、「よろこびがらす」 （昭和三一・三二年）等、こちらも例証には事欠かない。未明はエッセー 小鳥の思ひ出」 （ 「野鳥」昭和一一年七月）で、幼少期以来続く、鳥への愛心を語っているが（ 「私は、夜の明けるのを待つて、幾たび、飼つてゐ 小鳥を逃がしてやつたか知れません」 ） その愛念は、早くも中学時代の詩句の上に反映されていたのである。
第三の特性は、前二者ほど一般化できないのだが、一部の作品に、南北の対比構造が窺える点であ 。滑川道夫はかつ
て、 「 「南」と「北」の対比構造が未明の一つの美学といいますか、未明自身 表現のレトリック 基本的なパターンの一つ
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富・退廃のイメージが 各々仮託されているのである。未明 南北対比のレトリックは、少年期 漢詩において その原型が確認できる。
このように、高田中学時代の小川未明 押韻・平仄・出典を巧みに駆使する、大変優れた漢詩の詠み手であった。ま

















































































































「中学世界」の投稿」 （ 『定本小川未明童話全集』第三巻月報、講談社、昭和五二年一月） 、上笙一郎「小











5）「童話を作って五十年」 （ 「文藝春秋」昭和二六年二月）には、 「私は、敵に塩を送つた上杉謙信を崇拝して、神社を建てた父の影響を受け、塾へいつても、日本外史を泣いて教へる先生の薫陶を受けました。私も楠木正成が正行と別れる條りなどでは、泣いたものです」との記述がある。
（
6）



















上笙一郎は「 〈未明〉に至るまで」 （ 『定本小川未明小説全集』第六巻月報、講談 、昭和五四年九月）で、未明が坪内逍遥にその名を与えられる以前、白洲・越声・桃涯という三つの雅号を遍歴していた旨、報告している。上は 「 〈白洲〉は太陽の直射を受けた砂洲が眼前に浮かんで陰翳がなく、 〈越声〉は〈越後 住人 声〉というので意味が勝ちすぎ、そして〈桃涯〉は、情感ありとはいうもの センチメンタルに傾いていて底が浅い」と述べ、 「意味と影像を持ち過ぎず 「余韻を感じさせ」る未明の名を、もっとも高く評価している。
（
1（）上笙一郎「 「小川白洲」と「切偲会」 」 （ 「信州白樺」昭和五五年四月）
（
1（）「江碧山靑」が発見された高田・金光寺の住職・峰箇祐俌は、 「昭和初年代から十年代にかけての時期までは全冊が欠けるこ なく揃っており、その創刊号をはじめ初期の号に あきらかに小川健作 署名 ある文章作品 載っていた 由、上笙 郎に語っていたらし 。
（
1（）
紅野は、 「知的エリートへの「立身」の夢を抱きつつ 流動的で階級未分化な、しかも漸層的にふくれあがりつつあるこの宙づりの世代／集団が雑誌市場 消費者として狙 撃ちにされたのである」 （ 「 「中学世界」から「 章世界」へ
 ─
博文館・投書雑誌における言説編













いたり、漢詩にうたったりして、地方の新聞や、東京の雑誌、あるいは交友会誌に投稿したりしました。もちろん学校の作文にも自分の思うままに自由に書きましたが、それが当時の文章の型にあてはまっていなかったので、よく先生にしかられました。しかし、私は何度しかられても自由にものを書くことをやめませんでした」 （ 「常に希望をもつ」 「中学時代」昭和二九年六月）と、書き残 ている。 「中学世界」以外の投書先としては、丸山敏子「小川未明年譜」 （日本近代文学会新潟支部編『新潟県郷土作家叢書３
　
小川未明』野島出版、














（1）上笙一郎「中学時代の未明作品」 （ 『定本小川未明童話全集 第一六巻月報、講談社、昭和五三年二月）
（
（（）「その頃から私は、 「初学便覧」だの「詩語粹金」だのを頼りにして 漢詩を作つては、青年雑誌や田舎新聞に投書した」 （ 「霙の音を聞きながら
　
いやないやな中学時代」 「文章倶楽部」大正六年六月）／「 「日本外史」 「古詩韻範」などは、中学時代、暑中休暇に山間の温
泉へ行く時分にも提へて行つたものです （ 「余の愛読書と其れより受けたる感銘」 「中央文学」大正八年四月）／「詩語粹金や、詩韻群玉などといふ書物に縋つては、詩を作つた時分は、たとへば、梅花に対しては、春寒 か、凌屑とか、花如雪とか、いふ語句が、限りない詩情をそそつた であつた」 （ 「其 雄勁とさびしさ」 「中央公論」大正一三年二月） 。なお、版元は複数あるが、いずれの教本も実際出版されている。
（
（（）「ずつと少年時代には「唐詩選」や頼山陽の「日本外史」 「山陽詩抄」などを愛読した。以上挙げた書物は 私の文章を書く上に 最も大きな影響を与へたものである」 （ 「文章上達の順序」 「新文壇」明治四二年一二月二 日）／「しかし、白楽天の詩、李白の詩、高青邱の詩、その他詩経、古詩などは好きである。子供 時代には三体詩や、唐詩選な 誦 ものである。詩はどちらかと云へば支那の詩が日本の詩よりも好きである」 （ 「漢詩の面白み」 「文章倶楽部」大正七年五月）／「童話 読んで特に感じたといふことはないですな、私は子供の時分には、やはり童話よりも寧ろ ですな、唐 選と 三体詩とか…… （ 小川未明先生に訊く
　
創作童話の座談会」 「新






出典と用例の判別は難しいのだが、これ以外にも、未明漢詩の詩句が、先人のそれを巧みに学び盗んだ結果である可能性は大いにあり得る。例えば、②「哭友死」の「蕭蕭」は李白「送友人」で、⑤「題嵐峡図巻」の「彩雲」は李白「早発白帝城」 、 「烟雨」は杜牧「江南春」 、 「空濛」は武元衡「嘉陵驛」で、それぞれ使用されている。
（
























国の詩人たちとの交遊の影響があったことを逸してはならない。詩の本場の清国の公使館員と多勢の詩人たちが、度々一堂に会して詩酒の会を開いたことは、詩人たちの喜び楽しんだところで、そのわが詩壇に与えた刺激ははなはだ大きなものがあったであろう」 （ 『明治漢文学史』汲古書院、平成一〇年六月）と述べ、日本の 壇 与え 清国公使館員 影響 大きさを指摘して る。
（
（0）













漢詩の衰微と日清戦争の勝利を関連付ける発言としては、次のようなものがある。神田喜一郎「明治も二十年あたりになると、漢文学の大家といわれた長老が、ぼつぼつ凋落しはじめ、そこへ日清戦争によって、日本が清国に勝ったことは、これまで中国の文化に対して日本人がもっていた尊敬の念 雲散せしめ、日本の漢文学は、俄かに衰滅してしまうのである」 （ 「日本の漢文学」 『岩波講座
　
日本文学





入谷仙介『近代文学としての明治漢詩』 （研文出版、平成元年二月） 、森岡ゆかり『文豪だって漢詩をよんだ』 （新典社新書、平成二一年四月） 。
（
（6）
例えば、一海知義は、 『漱石と河上肇』 （藤原書店、平成八年一二月）で、両者の作詩技術には雲泥の差がある旨、次のように記している。 「
ただし、漢詩人としての夏目漱石と河上肇を、同じレベルで論ずることはできない。漢詩の作者として、技術の面から論ずれば、
漱石の方が数等すぐれているといわねばならな だろう。漱石が、平仄はもちろん こと、対句という高度な技巧を必要とす 律詩に、多くのすぐれた作品をのこし、河上肇の遺作にはほとんど律詩がないということだけを較べても、技術面、あるいはその到達点での二人の差は、お ずから明らかであろう。また、詩中に用 ら 典故の量 質 という点などから 同じことがいえる」
※なお、漢詩の読解に際しては、二松學舎大学の牧角悦子先生より、多大なご指南を賜った。記して、御礼申し上げた
い。
